
総
会
終
盤
に
北
京
市
対
友
協
代
表
団
が
来
場

最新情報は都日中ホームページで

　ホームページでは中国語
教室、中国に関係する時事
講座、交流イベント等の情
報を常時掲載しています。
　日中国交正常化 40 周年
事業の最新情報も随時お届
けして参ります。各事業へ
の皆様のご参加お待ちして
おります。

ホームページ　http://www.jcfa-tyo.net/

挨拶する
鄧少輝団長

（9） 日　 本　 と　 中　 国 東京版 （2012年） 7月25日

　
日
中

国
交
正

常
化
四

十
周
年

と
い
う

記
念
す
べ
き
年
。
言
い
換
え

れ
ば
、
お
隣
の
国
同
士
が
近

代
の
不
正
常
な
関
係
を
清
算

し
、
ア
ジ
ア
の
隣
邦
と
し
て

正
常
な
友
好
関
係
を
回
復
し

て
か
ら
、
四
十
年
経
過
し
た

わ
け
で
す
▼
不
正
常
状
態
の

発
端
は
と
い
え
ば
、
昭
和
12

年
７
月
７
日
、
北
京
郊
外
の

盧
溝
橋
で
一
発
の
銃
声
と
と

も
に
日
中
が
戦
争
状
態
に
発

展
し
た
、
こ
の
不
幸
な
歴
史

を
繰
り
返
す
ま
い
と
い
う
の

が
、
私
た
ち
日
中
友
好
協
会

の
存
立
基
盤
で
す
。
二
〇
〇

八
年
に
福
田
総
理
と
胡
錦
濤

国
家
主
席
で
交
わ
し
た
「
戦

略
的
互
恵
関
係
」
の
間
柄
を

断
固
支
持
し
ま
す
▼
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
衣
帯
水
の
い

わ
ば
帯
の
上
に
あ
る
島
嶼
お

よ
び
海
洋
資
源
を
念
頭
に
波

風
を
立
て
て
、
遠
く
離
れ
た

東
京
都
が
わ
ざ
わ
ざ
金
を
払

っ
て
所
有
し
よ
う
と
い
う
、

昨
今
の
石
原
都
知
事
の
挑
発

的
行
動
。
領
土
問
題
を
盾
に

緊
張
関
係
を
あ
お
る
動
き
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
お
ま
け

に
今
度
は
総
理
が
そ
れ
を
引

き
継
い
で
、
内
閣
の
支
持
率

の
浮
揚
に
利
用
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
▼
な
ん
と
情
け
な

い
恥
ず
べ
き
魂
胆
で
し
ょ
う

か
。
歴
史
認
識
の
基
本
に
立

ち
返
り
日
中
共
同
声
明
と
日

中
平
和
友
好
条
約
で
締
結
し

た
国
際
関
係
を
確
認
す
る
こ

と
、
争
い
ご
と
は
将
来
の
子

孫
の
知
恵
に
ゆ
だ
ね
、
戦
略

的
互
恵
関
係
を
し
っ
か
り
と

再
構
築
す
る
よ
う
に
、
政
府

お
よ
び
東
京
都
に
求
め
た
い

と
思
い
ま
す 

（
Ｋ
）

　
宇
都
宮
徳
一
郎
さ
ん
が
会

長
に
な
っ
て
丸
一
年
、
最
初

の
通
常
総
会
が
、
6
月
23
日

日
本
青
年
館
会
議
室
で
開
か

れ
た
。
ま
ず
片
岡
理
事
長
の

発
声
で
、
去
る
11
月
に
亡
く

な
ら
れ
た
都
日
中
の
理
事
で

中
村
勇
練
馬
区
日
中
会
長
の

冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
し
た

あ
と
、
広
瀬
達
志
副
理
事
長

を
総
会
議
長
に
選
出
し
た
。

　
議
事
録
署
名
人
、
書
記
を

任
命
の
あ
と
、
宇
都
宮
徳
一

郎
会
長
が
立
っ
て
、
会
長
に

な
っ
て
か
ら
一
年
、
地
区
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
し

て
い
る
と
挨
拶
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
栗
山
事
務

局
長
が
二
〇
一
一
年
度
の
活

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
古
い
友
人

と
の
交
流
や
懐
か
し
い
人
に

逢
っ
た
笑
い
声
な
ど
が
絶
え

な
か
っ
た
。
ま
た
、
訪
日
団

と
記
念
写
真
な
ど
を
と
っ
て

喜
び
合
う
な
ど
で
2
時
間
の

懇
親
会
も
短
く
感
じ
ら
れ

た
。

　
最
後
に
片
岡
理
事
長
が
、

日
中
友
好
の
重
要
性
と
こ
れ

か
ら
の
決
意
を
表
明
し
て
懇

親
会
を
終
了
し
た
。

国
人
は
日
本
を
嫌
う
人
が
多

い
が
、
国
交
回
復
後
両
国
の

人
民
の
往
来
は
確
実
に
増
え

て
お
り
、
貿
易
量
も
増
え
て

い
る
。
両
国
は
お
互
い
に
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　
北
区
花
川
区
長
・
大
田
区

松
原
区
長
・
渋
谷
区
桑
原
区

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
挨

拶
が
あ
り
、
都
議
会
と
も
と

し
副
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

　
通
常
総
会
の
終
了
後
12
時

よ
り
同
会
館
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
を
お
こ

な
っ
た
。
丸
山
副
理
事
長
の

司
会
で
は
じ
ま
り
、
西
園
寺

一
晃
副
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
宇
都
宮

徳
一
郎
会
長
よ
り
「
日
中
国

交
正
常
化
四
十
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
に
北
京
市
人
民
対

外
友
好
協
会
の
訪
日
団
を
迎

え
通
常
総
会
を
開
催
で
き
た

こ
と
は
誠
に
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
」
と
い
う
挨
拶
が
あ

っ
た
。

　
対
友
協
訪
日
団
の
鄧
少
輝

団
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
あ

り
、
対
友
協
よ
り
都
日
中
へ

天
壇
公
園
の
掛
け
軸
が
記
念

品
と
し
て
贈
ら
れ
、
鄧
団
長

よ
り
宇
都
宮
会
長
が
受
け
取

っ
た
。

　
中
国
大
使
館
の
汪
婉
大
使

夫
人
よ
り
「
国
民
の
間
に
、

日
本
人
は
中
国
を
嫌
い
、
中

動
を
総
括
し
て
、「
一

昨
年
暮
れ
に
は
文
化

交
流
委
員
会
が
提
起

し
て
、
池
袋
で
中
国

留
学
生
や
帰
国
者
を

囲
ん
で
熱
気
の
こ
も

っ
た
交
流
会
を
開
い

た
こ
と
、
さ
ら
に
春

節
を
祝
う
催
し
を
文

化
服
装
学
院
の
講
堂

で
開
催
、
帰
国
者
や

在
日
留
学
生
と
企
画

段
階
か
ら
提
携
す
る

と
い
う
活
動
の
ス
タ

イ
ル
を
定
着
さ
せ
た

漢
詩
を
通
じ
て
文
化
交
流

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
拡
充
が
好
評

広
州
食
文
化

　

体
験
・
交
流
団
に
参
加
し
て

留学生や帰国者らを囲んで交流
第１２回通常総会で一年を総括

　
続
い
て
、
片
岡
理
事
長
が

二
〇
一
二
年
度
の
活
動
事
業

計
画
案
を
提
案
し
た
。
内
容

は
各
委
員
会
が
分
担
執
筆
し

た
も
の
で
、
東
京
版
の
6
月

5
日
号
号
外
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
三
宅
総
務
委
員
長
が

二
〇
一
二
年
度
予
算
書
を
提

案
、
質
問
に
つ
い
て
の
栗
山

事
務
局
長
の
補
足
説
明
と
併

せ
て
審
議
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
総
会
側
か
ら

　
6
月
30
日
か
ら
同
一
ホ
テ

ル
に
連
泊
し
周
辺
の
地
域
を

散
策
す
る
旅
で
あ
る
。
台
風

予
報
で
日
程
の
変
更
も
あ
っ

た
が
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施

で
き
た
。
夕
方
広
州
空
港

着
、
空
港
に
ア
ジ
ア
大
会
用

に
特
注
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
の
バ
ス
の
お
迎
え
が
あ
り

旅
行
中
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
2
日
目
よ
り
広
東
省
の
観

光
開
始
、
ま
ず
仏
山
市
の
明

時
代
の
南
風
古
竃
、
仏
山
黄

鴻
記
念
館
、
紀
元
前
の
出
土

品
が
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る

南
越
王
博
物
館
、
北
宋
時
代

の
北
帝
祖
廟
、
1
5
0
0
年

の
歴
史
を
持
つ
六
榕
寺
、
清

時
代
の
重
要
建
築
物
陳
家
祠

の
陳
氏
書
院
、
華
僑
が
故
郷

に
建
て
た
孫
文
を
記
念
す
る

中
山
記
念
堂
、
黄
捕
軍
校

（
士
官
学
校
）、
辛
亥
革
命

記
念
館
な
ど
見
学
。
漢
方
薬

の
清
平
市
場
、
外
人
居
留
地

で
洋
風
建
築
物
の
沙
面
地
区

を
散
策
す
る
な
ど
、
ぎ
っ
し

り
し
た
日
程
を
縫
っ
て
の
観

光
で
あ
っ
た
。

　
旅
を
通
じ
て
の
広
東
料
理

は
、
バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
み
あ

ら
ゆ
る
食
材
を
う
ま
く
生
か

し
、
さ
っ
ぱ
り
味
付
け
さ
れ

た
日
本
人
好
み
の
料
理
で
美

味
し
く
、
最
後
は
和
食
が
恋

し
く
な
っ
た
が
、
さ
す
が

「
食
在
広
州
」を
感
じ
さ
せ
た
。

　
3
日
目
に
は
6
0
0
年
の

歴
史
を
持
つ
古
い
鎮
に
1

 

9

8 

6
年
に
建
て
ら
れ
た
沙

湾
敬
老
院
を
訪
問
し
た
。
洋

風
の
立
派
な
3
階
建
で
定
年

退
職
者
と
の
交
流
を
行
っ

た
。
食
生
活
に
は
健
康
管
理

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理

と
心
の
健
康
に
十
分
注
意
し

な
が
ら
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

医
食
同
源
に
も
十
分
配
意

し
、
健
康
を
保
持
し
て
い
る

と
の
話
が
交
わ
さ
れ
た
。
施

設
は
比
較
的
に
高
収
入
の

方
々
が
入
所
さ
れ
手
厚
い
健

康
管
理
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
が
、
も
う
少
し
レ

ベ
ル
の
低
い
方
々
の
健
康
管

理
が
知
り
た
か
っ
た
の
が
本

音
で
あ
る
。

　
圧
巻
は
、
4
日
目
の
東
莞

市
の
ラ
イ
チ
園
で
の
取
り
放

題
食
べ
放
題
で
あ
っ
た
。
楊

貴
妃
は
3
日
間
で
品
質
が
落

ち
て
し
ま
う
ラ
イ
チ
を
早
急

に
都
ま
で
運
ば
せ
る
ほ
ど
愛

し
た
そ
う
だ
が
、
私
た
ち
も

新
鮮
な
ラ
イ
チ
を
50
〜
60
個

ぐ
ら
い
は
食
べ
た
だ
ろ
う

か
、
こ
れ
は
東
莞
市
の
ご
協

力
が
あ
っ
て
な
し
え
た
こ
と

で
、
日
中
友
好
協
会
の
旅
行

に
参
加
し
た
人
し
か
味
え
な

い
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

　
中
山
記
念
堂
の
正
面
に
は

孫
文
の
言
葉
「
公
在
民
為
」

の
大
き
な
額
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
は
中
国
の
長

い
歴
史
の
重
さ
を
結
集
し
た

名
言
で
あ
り
、
現
世
代
に
も

望
ま
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
早

く
日
本
に
伝
え
な
け
れ
ば
と

思
い
な
が
ら
帰
国
し
た
。

　
こ
の
旅
行
を
通
じ
て
広
東

省
・
広
州
市
・
東
莞
市
・
広

州
市
番
禺
区
の
皆
様
に
は
何

か
と
お
世
話
に
な
り
、
心
の

こ
も
っ
た
民
間
ベ
ー
ス
の
草

の
根
交
流
が
十
分
果
た
せ
た

と
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　（
高
見
桂
三
）

こ
と
。
中
国
語
普
及
委
員
会

で
は
「
金
中
漢
詩
朗
誦
会
」

「
漢
詩
か
る
た
交
流
会
」
な

ど
、
漢
詩
を
通
じ
た
日
中
文

化
交
流
の
新
し
い
活
動
を
展

開
し
た
こ
と
、
広
報
の
面
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

が
好
評
で
、
ま
た
国
交
正
常

化
40
周
年
の
事
業
と
し
て
の

作
文
募
集
に
も
取
り
組
ん
だ

こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、

N
P
O
法
人
と
い
う
組
織
の

足
元
を
振
り
返
る
と
き
、

残
念
な
が
ら
組
織
構
成
も
高

般
会
計
収
支
決
算
書
を
は
じ

め
と
す
る
二
〇
一
一
年
度
の

会
計
報
告
を
行
っ
た
。
決
算

に
は
、
退
職
給
与
な
ど
の
人

件
費
比
率
が
高
く
、
厳
し
い

赤
字
状
況
を
一
人
の
役
員
が

補
填
し
た
こ
と
が
含
ま
れ
て

い
た
。

　
ま
た
監
事
を
代
表
し
て
山

岸
隆
史
監
事
が
「
一
層
の
会

員
増
に
努
め
会
費
収
入
の
増

加
を
図
る
と
と
も
に
、
冗
費

節
減
な
ど
健
全
化
へ
の
見
直

し
の
加
速
化
が
必
要
」
と
の

監
事
の
意
見
を
付
し
た
監
査

報
告
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
す
べ

て
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

齢
化
が
す
す
み
、
会
員
数
も

年
々
減
少
化
の
傾
向
を
た
ど

っ
て
お
り
、
訪
中
団
の
派
遣

お
よ
び
訪
日
団
の
受
入
れ
事

業
は
、
東
北
大
震
災
の
影
響

も
あ
っ
て
件
数
が
大
き
く
減

少
し
た
が
、
そ
の
原
因
を
さ

ら
に
分
析
し
、
訪
中
団
に
お

け
る
市
民
感
情
や
経
済
感
覚

を
考
慮
し
て
の
検
討
が
必
要

で
、
全
体
を
通
し
て
の
見
直

し
が
課
題
で
あ
る
」
と
報
告

し
た
。

　
さ
ら
に
、
事
務
局
長
が
一

「
具
体
的
な
活
動
提
起
も
無

し
に
お
金
が
足
り
な
い
と
ば

か
り
言
わ
れ
て
も
、
状
況
は

改
善
さ
れ
な
い
」（
佐
々
木

理
事
）
な
ど
、
執
行
部
に
対

し
て
厳
し
い
批
判
が
出
さ
れ

た
。

　
総
会
は
、
北
京
市
対
友
協

の
代
表
団
を
迎
え
て
時
間
の

余
裕
が
な
い
中
で
、
積
極
的

な
意
見
を
踏
ま
え
て
今
後
努

力
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
議

案
を
拍
手
で
承
認
し
た
。

◆
具
体
的
な
活
動
の
提
起
が
課
題

総
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

　
　

北
京
市
対
友
協
代
表
団
と
懇
談

特定非営利活動法人　東京都日本中国友好協会  ☎03-3295-8241
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町1-4　日中友好会館内

ホームページ＝http://www.jcfa-tyo.net/　E-mail＝to-nicchu@jcfa-tyo.net
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7
月
8
日
の
日
曜
日
、
中

央
区
日
中
友
好
協
会
の
主
催

で
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年

を
記
念
し
て
、
日
本
を
知
る

シ
リ
ー
ズ
第
3
回
の
「
隅
田

川
・
お
台
場
・
浅
草
ク
ル
ー

ズ
」
を
催
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
日
中
友
好
協
会
の

組
織
委
員
会
も
後
援
し
ま
し

た
が
、
神
奈
川
県
日
中
友
好

隅
田
川・お
台
場・浅
草
ク
ル
ー
ズ

中
央
区
日
中

国
際
交
流
で
お
み
こ
し
担
ぐ

豊
島
区
日
中

豊
台
区
と
の
交
流
に
尽
力

葛
飾
区
日
中

８
周
年
記
念
、

　

上
海
交
流
事
業
ス
タ
ー
ト

西
東
京
市
日
中

地
区
協
会
だ
よ
り

協
会
か
ら
も
参
加
者
が
あ

り
、都
日
中
の
宇
都
宮
会
長
、

片
岡
理
事
長
、
中
央
区
日
中

の
佐
藤
会
長
、
佐
々
木
理
事

長
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
梅

雨
の
晴
れ
間
の
好
天
に
め
ぐ

ま
れ
て
、
参
加
者
は
53
名
と

な
り
、
隅
田
川
の
東
京
水
辺

ラ
イ
ン
両
国
発
着
場
か
ら
水

上
バ
ス
に
乗
船
し
て
の
東
京

散
歩
に
な
り
ま
し
た
。

　
5
月
22
日
6
時
よ
り
、
豊

島
区
民
セ
ン
タ
ー
第
六
会
議

室
に
お
い
て
豊
島
区
日
中
友

好
協
会
は
第
24
回
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
秋
元
政

江
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
事

業
報
告
と
事
業
計
画
、
収
支

決
算
報
告
、
予
算
案
は
原
案

の
と
お
り
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。
今
年
も
9
月
23
日
に
開

催
さ
れ
る
「
国
際
交
流
の
お

み
こ
し
を
担
ぐ
会
」
へ
の
参

加
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
会
場
を
移
し
て

恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
区
議
会
島
村
副
議
長

の
乾
杯
の
音
頭
に
続
き
、

東
京
都
日
中
の 

片
岡
理
事

長
、
長
橋
都
議
会
公
明
党
都

議
、
堀
口
顧
問
の
祝
辞
の
あ

と
、
な
ご
や
か
な
懇
談
が
続

い
て
、
友
好
を
深
め
ま
し

た
。

　
ま
ず
は
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
ふ
も
と
を
た
ず
ね
て

か
ら
、
清
洲
橋
、
永
代
橋
、

勝
鬨
橋
、
佃
島
、
浜
離
宮
を

め
ぐ
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ブ

リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
っ
て
、
最
後

は
、
ふ
た
た
び
浅
草
二
天
門

の
桜
橋
発
着
場
。

　
下
船
し
て
か
ら
、
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
バ
ッ
ク
に
全
員
で

記
念
撮
影
。
そ
の
あ
と
、
第

二
部
は
、
吾
妻
橋
の
た
も
と

の
さ
く
ら
水
産
で
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
。
全
員
が
発
言

し
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
中
国
留
学
生
も
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
江

戸
・
東
京
の
情
緒
ゆ
た
か

な
、
名
だ
た
る
名
所
め
ぐ
り

に
、
よ
い
思
い
出
が
で
き
た

と
大
喜
び
で
し
た
。

　
5
月
28
日
18
時
よ
り
ヴ
ィ

ナ
シ
ス
金
町
「
二
葉
会
館
」

で
平
成
24
年
度
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
約
50
名
が
参
加
し

た
。

　
青
木
克
徳
区
長
、
梅
沢
五

十
六
区
議
会
議
長
、
牧
田
安

夫
都
日
中
常
務
副
会
長
ら
が

来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。

　
総
会
は
清
水
忠
常
務
理
事

の
司
会
進
行
、
志
田
實
副
会

長
の
開
会
の
辞
、
佐
藤
雅
章

会
長
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

　
佐
藤
会
長
は
挨
拶
で
年
初

の
1
月
14
日
に
青
少
年
武
術

交
流
の
た
め
来
区
し
た
北
京

教
育
学
院
豊
台
分
院
付
属
学

校
小
中
学
生
訪
問
団
に
ふ

れ
、
子
供
た
ち
の
真
剣
な
演

武
や
、
明
る
い
受
け
答
え
に

好
印
象
を
持
ち
、
子
供
た
ち

が
こ
の
体
験
を
生
涯
忘
れ
ず

に
い
る
な
ら
、
私
た
ち
の
日

中
友
好
活
動
も
十
分
価
値
が

あ
る
と
述
べ
た
。

　
青
木
区
長
は
総
会
開
催
の

祝
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
北

京
市
豊
台
区
と
の
友
好
交
流

20
年
に
ふ
れ
、
こ
の
間
、
中

国
経
済
は
日
本
の
G
D
P
を

抜
く
と
こ
ろ
ま
で
発
展
し
、

一
方
、
日
本
経
済
は
近
年
停

滞
が
続
い
て
い
る
。
政
府
間

に
も
様
々
な
課
題
が
あ
る
が

そ
の
よ
う
な
障
害
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
も
草
の
根
の
交

流
、
人
と
人
と
の
交
流
が
大

切
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
会
員

の
力
で
日
本
と
中
国
の
交
流

を
深
め
、
日
中
が
共
に
発
展

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
欲

　
6
月
30
日
午
前
、
西
東
京

市
田
無
公
民
館
に
て
第
9
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
役
員
改
選
期
に
当

た
り
、
渡
辺
康
生
氏
が
新
会

長
に
選
任
さ
れ
た
。
高
梨
勇

一
前
会
長
は
名
誉
会
長
に
就

任
し
た
。
渡
辺
氏
は
日
本
経

済
新
聞
東
京
本
社
経
理
局

長
、
西
東
京
三
田
会
会
長
を

歴
任
し
て
い
る
。
就
任
挨
拶

で
は
会
員
と
と
も
に
積
極
的

に
日
中
友
好
を
推
進
す
る
旨

表
明
し
た
。

　
総
会
で
は
訪
中
団
派
遣
事

業
、
西
東
京
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

中
国
映
画
企
画
後
援
、
留
学

生
奨
学
支
援
事
業
等
が
承
認

さ
れ
、
訪
中
事
業
に
お
い
て

は
、
こ
の
度
、
西
東
京
市

に
上
海
市
浦
東
新
区
ル
ー

チ
ャ
ー
ツ
イ
（
陸
家
嘴
）
よ

り
第
二
回
国
際
民
間
・
民
族

舞
踊
大
会
（
主
催
・
上
海
市

文
学
芸
術
会
連
合
会
等
・

15
カ
国
参
加
10
月
16
日
〜

21
日
、）
参
加
の
要
請
が
有

り
、
日
本
代
表
と
し
て
西
東

京
の
花
柳
流
日
本
舞
踊
団
15

名
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
若
者
が
主
体
で
西
東
京

市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
が

団
を
統
括
す
る
。
間
を
取
り

持
っ
た
の
は
当
協
会
理
事
で

中
国
音
楽
家
の
楊
智
氏
で
あ

る
。
こ
の
機
会
に
西
東
京
市

日
中
で
は
、「
西
東
京
市
日

中
8
周
年
記
念
・
訪
中
旅
行

i
n
上
海
6
日
間
」
を
企
画

し
全
日
、
日
本
舞
踊
団
を
応

援
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
地

で
は
上
海
国
際
交
流
機
関
と

積
極
的
に
交
流
す
る
予
定
で

あ
る
。

し
い
と
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
梅
沢
区
議
会
議
長

は
、
区
議
会
を
代
表
し
挨

拶
、
世
界
に
大
き
な
影
響
力

を
持
つ
に
至
っ
た
中
国
に
は

多
く
の
国
々
が
友
好
関
係
を

深
め
よ
う
と
働
き
か
け
を
し

て
い
る
。
葛
飾
区
は
豊
台
区

と
長
年
に
わ
た
り
友
好
を
深

め
て
い
る
。
本
年
も
心
の

通
っ
た
交
流
を
行
い
、
両
区

の
友
好
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
加
え
た
い
と
語
っ
た
。

　
議
事
に
入
り
平
成
23
年
度

事
業
・
収
支
報
告
、
平
成
24

年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
は

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が

開
か
れ
、
今
回
は
世
界
で
活

躍
す
る
マ
ジ
ッ
ク
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
黒
崎
正
博
氏
が
、

軽
妙
な
音
楽
に
の
せ
た
華
麗

な
驚
奇
魔
術
を
披
露
し
、
大

い
に
会
場
を
沸
か
せ
た
。

の
内
、
後
楽
寮
の
寮
生
12
名

を
含
め
、
中
国
人
参
加
者
は

20
名
。
開
会
に
先
立
ち
、
日

中
両
国
の
国
歌
演
奏
が
C
D

に
よ
り
流
さ
れ
た
。
は
じ
め

に
主
催
者
を
代
表
し
て
花
川

與
惣
太
会
長
（
北
区
長
）
が

挨
拶
に
立
ち
、
本
年
が
国
交

正
常
化
40
周
年
の
節
目
の

年
、
北
区
も
友
好
区
の
西
城

区
と
の
交
流
を
一
層
深
め
て

い
き
た
い
と
語
り
、
来
賓
祝

辞
の
中
国
大
使
館
・
孟
素
萍

一
等
書
記
官
は
、
北
区
日
中

の
民
間
交
流
を
高
く
評
価

し
、
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
に

期
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。
都
議

会
の
大
松
あ
き
ら
議
員
と
原

田
大
議
員
か
ら
も
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
区
議
会
友
好
議

員
連
盟
の
戸
枝
大
幸
会
長
の

乾
杯
の
発
声
で
懇
談
に
入
っ

た
。
友
好
議
連
か
ら
も
大
勢

の
議
員
が
参
加
し
、
40
周
年

記
念
の
懇
談
会
に
華
が
添
え

ら
れ
た
。
懇
談
の
途
中
で
内

モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
留
学
生
が

馬
頭
琴
の
演
奏
と
モ
ン
ゴ
ル

民
謡
を
歌
い
上
げ
、
喝
采
を

受
け
る
と
、
日
本
側
は
花
川

会
長
自
ら
タ
ク
ト
を
振
る

い
、
会
員
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴

奏
で
北
国
の
春
を
全
員
合
唱

す
る
と
会
場
も
一
気
に
盛
り

上
が
り
、「
海
は
ふ
る
さ
と
」

も
日
中
両
国
語
で
全
員
合
唱

し
、
大
い
に
友
好
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
。
最
後
に
、

花
川
会
長
と
孟
一
等
書
記
官

を
囲
ん
で
全
員
で
記
念
写
真

を
撮
り
、
楽
し
く
和
や
か
な

懇
談
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　
北
区
日
中
で
は

去
る
5
月
26
日

（
土
）、
北
と
ぴ

あ
の
会
議
室
に
お

い
て
平
成
24
年
度

の
定
期
大
会
を
開

催
、
全
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
、
都

日
中
の
廣
瀬
達
志

副
理
事
長
の
祝
辞

後
、
会
場
を
15
階

の
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー

ル
に
移
し
、
友
好

促
進
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

　
70
名
の
参
加
者

花
川
会
長
自
ら
タ
ク
ト

　

全
員
合
唱
で
盛
り
上
が
る

北
区
日
中
定
期
大
会
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渋
谷
区
日
中
で
、
日

中
国
交
正
常
化
40
年

を
記
念
し
て
二
回
に
分

け
て
「
映
画
と
ト
ー
ク

の
集
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
一
回
目
は
6
月

16
日
に
お
こ
な
い
七
三

名
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。
二
回
目
を
7
月
21

に
行
い
ま
す
。

　
映
画
は
《
遥
か
な
る

絆
》
で
、
中
国
残
留
孤

児
の
父
を
持
つ
、
城
戸

久
枝
さ
ん
が
父
の
苦
闘
の
現

実
を
《
あ
の
戦
争
か
ら
遠
く

離
れ
て
》
と
い
う
ド
ギ
ュ
メ

ン
ト
に
書
き
お
ろ
し
、
そ
れ

が
大
宅
壮
一
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
そ
の
書
き
下
ろ
し
を

N
H
K
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

し
た
の
で
す
。

　
山
崎
豊
子
さ
ん
の
《
大
地

の
子
》
は
、
山
崎
さ
ん
が
、

多
く
の
中
国
残
留
孤
児
を
取

材
し
ド
ラ
マ
に
仕
上
げ
ま
し

た
。《
遥
か
な
る
絆
》は
、フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
4
歳

で
残
留
孤
児
と
な
り
、
養
母

に
引
き
取
ら
れ
極
貧
の
な
か

で
勉
強
を
し
て
進
学
を
夢
見

る
も
、
日
本
人
で
あ
る
が
ゆ

え
に
大
学
進
学
も
ま
ま
な
ら

ら
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
を

通
り
、
奈
良
ま
で
網
の
目
の

よ
う
に
道
が
作
ら
れ
、
人
の

往
き
来
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
中
国
か
ら
陶
器

が
、
日
本
か
ら
漆
器
が
運
ば

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
西
ア
ジ

ア
か
ら
様
々
な
生
活
用
品
な

ど
が
運
ば
れ
た
こ
と
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
大
航

海
時
代
以
前
の
貿
易
の
ル
ー

ト
だ
っ
た
こ
と
、
ト
ル
コ
の

カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
洞
窟
の
壁

画
の
再
現
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
平
山
先
生
の
功
績
と
作

品
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平
山
先
生
の
作
品
作
成
や
想

い
の
ビ
デ
オ
も
放
映
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
美
術
館
で
2
時
間
の
レ
ク

チ
ュ
ア
の
あ
と
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
作
品
鑑
賞
を
お
こ

な
い
、
そ
の
後
近
く
の
食
堂

で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。
三

　
6
月
2
日
の
日
曜
日
、
山

梨
県
北
杜
市
に
あ
る
平
山
郁

夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
へ

バ
ス
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま
し

た
。
こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
今

年
で
9
回
目
に
な
り
ま
す
。

参
加
者
は
中
国
大
使
館
の
招

待
者
4
名
を
含
め
て
32
名
で

し
た
。
8
時
半
に
新
宿
西
口

に
集
合
し
て
、
心
配
し
た
渋

滞
も
な
く
、
美
術
館
に
11
時

半
に
着
き
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
が
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
か

分
一
湧
水
や
八
ヶ
岳
山
麓
の

県
営
牧
場
を
見
学
し
、
広
々

と
し
た
牧
場
で
は
参
加
者
全

員
が
大
き
く
深
呼
吸
を
し
て

「
こ
こ
の
空
気
は
美
味
し

い
」
と
歓
喜
の
声
が
上
り
ま

し
た
。

　
帰
路
も
際
立
っ
た
渋
滞
も

な
く
6
時
過
ぎ
に
新
宿
に
到

着
、
け
が
人
も
な
く
楽
し
い

バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　
6
月
8
日
石
家
荘
の
ハ
イ

テ
ク
産
業
開
発
区
か
ら
、
都

日
中
の
経
済
交
流
特
別
委
員

会
に
7
名
の
代
表
団
が
来
日

し
、
工
学
院
大
学
孔
子
学
院

会
議
室
で
懇
談
し
た
。
委
員

会
側
は
中
小
企
業
の
社
長
ク

ラ
ス
を
含
む
9
名
が
出
席
。

　
お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し

た
あ
と
、
西
園
寺
委
員
長
か

ら
「
日
本
の
中
小
企
業
は
高

度
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
私
た
ち
は
中

国
の
企
業
に
そ
れ
を
紹
介
す

る
仲
立
ち
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
挨
拶
し
た
。

訪
日
団
の
高
金
光
団
長
は
石

家
荘
が
北
京
の
南
に
位
置

し
、
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ

て
有
利
な
産
業
立
地
に
あ

り
、
科
学
技
術
も
発
達
し
て

い
る
こ
と
を
基
礎
に
国
際
的

に
経
済
交
流
を
推
進
し
た
い

と
の
抱
負
を
述
べ
た
。

な
お
、
都
日
中
本
部
か
ら
は

片
岡
理
事
長
と
栗
山
事
務
局

長
が
参
加
し
た

ず
、
日
本
に
い
る
で
あ
ろ
う

両
親
を
探
し
求
め
て
、
日
本

の
厚
生
省
へ
二
百
通
以
上
の

手
紙
を
出
し
続
け
、
日
本
に

い
る
両
親
を
探
し
当
て
る
。

日
本
に
帰
る
べ
き
か
養
父
母

と
生
活
す
べ
き
か
葛
藤
は
続

く
。
考
え
抜
い
た
末
に
日
本

へ
帰
る
こ
と
を
決
意
。
し
か

し
文
革
時
代
の
政
府
の
許
可

が
下
り
ず
に
悩
み
続
け
る
。

あ
る
日
許
可
が
下
り
て
日
本

へ
帰
る
日
が
や
っ
て
く
る
。

胸
が
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な

思
い
で
養
父
母
と
別
れ
る
、

壮
絶
な
ド
ラ
マ
で
し
た
。

　
二
回
目
は
7
月
21
日
、
そ

の
続
き
と
原
作
者
《
城
戸
久

枝
さ
ん
》
の
ト
ー
ク
で
す
。

映
画《
遥
か
な
る
絆
》と

　
城
戸
久
枝
さ
ん
の
ト
ー
ク

渋
谷
区
日
中

平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー

石
家
荘
の
ハ
イ
テ
ク

　
産
業
開
発
区
と
交
流

経
済
交
流
特
別
委
員
会

挨
拶
す
る
の
は
桑
原
渋
谷
区
長

宮 下 好 美
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◆
天
野
篤
教
授
の
こ
と

　
天
野
篤
順
天
堂
医
大
教
授

と
い
え
ば
、
本
年
2
月
、
天

皇
の
心
臓
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
を
執
刀
し
た
医
師
で
あ

る
。
そ
の
天
野
教
授
に
カ
ミ

さ
ん
は
忘
れ
難
い
思
い
出
が

あ
る
。
中
国
残
留
邦
人
等
支

援
・
相
談
員
と
し
て
の
カ
ミ

さ
ん
の
仕
事
で
多
い
の
は

「
残
留
孤
児
」
又
は
そ
の
配

偶
者
に
同
行
し
て
病
院
に
行

き
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る

際
の
通
訳
の
仕
事
で
あ
る
。

　
3
年
ほ
ど
前
、
あ
る
「
残

留
孤
児
」
の
配
偶
者
に
付
き

添
っ
て
順
天
堂
医
院
を
訪
れ

た
。
患
者
の
歳
は
70
歳
。
十

数
年
前
に
妻
と
帰
国
し
た
。

そ
の
妻
は
敗
戦
後
中
国
に
残

さ
れ
た
「
残
留
孤
児
」
で
あ

る
。
学
校
に
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
字
が
読
め
ず
、
夫
婦

量
を
〇
五
年
度
比
40
％
か
ら

45
％
に
削
減
す
る
と
い
う
。

　
現
在
の
運
転
中
の
原
発
は

15
基
、
建
設
中
が
26
基
、
計

画
中
が
2
3
2
基
で
、
も
ち

ろ
ん
将
来
は
世
界
第
一
位
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
原
発
も
沿

岸
部
に
集
中
し
て
い
る
。
今

後
は
内
陸
部
に
も
建
設
さ
れ

る
と
い
う
。

　
原
子
力
施
設
の
ス
ト
レ
ス

テ
ス
ト
報
告
に
よ
る
と
「
耐

浸
水
能
力
が
新
た
な
要
求
を

満
た
し
て
い
な
い
」「
耐
震

能
力
が
新
た
な
基
準
に
達
し

て
い
な
い
」「
津
波
の
問
題

の
評
価
な
ら
び
に
対
応
が
比

較
的
弱
い
」
な
ど
、
福
島
原

発
事
故
の
後
、
こ
う
し
た
指

摘
も
あ
る
。
中
国
が
抱
え
る

課
題
と
し
て
、
技
術
者
の
人

材
不
足
や
原
子
力
発
電
設
備

の
製
造
が
低
水
準
な
ど
の
指

摘
も
あ
る
。

　
脆
弱
な
原
子
力
規
制
体
制

や
核
燃
料
の
供
給
と
再
処
理

能
力
不
足
、
大
き
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
企
業
へ
の
投
資
リ
ス

ク
な
ど
様
々
な
問
題
を
残
し

な
が
ら
、
原
発
建
設
は
急
速

に
進
ん
で
い
る
。
も
し
も
沿

岸
で
原
発
事
故
が
起
き
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
日
本

へ
の
直
接
被
害
は
計
り
知
れ

な
い
。

と
も
日
本
語
が
判
ら
な
い
。

居
住
地
の
病
院
で
狭
心
症
と

診
断
さ
れ
、
手
術
を
勧
め
ら

れ
、
紹
介
状
を
持
っ
て
順
天

堂
医
院
を
訪
れ
た
。
当
日
の

外
来
は
天
野
教
授
。

　
診
察
室
に
入
る
と
天
野
教

授
は
「
你
好
!
」（
こ
ん
に
ち

は
）
と
中
国
語
で
挨
拶
し
て

く
れ
た
。
患
者
は
山
東
省
の

人
で
、
カ
ミ
さ
ん
は
大
連
の

出
身
と
聞
く
と
、
青
島
、
大

連
、
旅
順
な
ど
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
日
露
戦
争
の
激

戦
地
、
2
0
3
高
地
に
も
行

っ
た
と
言
う
の
で
親
近
感
を

持
っ
た
。
旅
順
2
0
3
高
地

は
子
供
の
こ
ろ
愛
国
教
育
の

場
と
し
て
度
々
訪
れ
て
い
た

か
ら
だ
。

　
ま
た
、
北
京
の
あ
る
有
名

な
病
院
と
医
療
交
流
を
し
て

い
る
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
病
院
で
実
際
に
手
術
を

行
っ
て
み
て
、
ど
ち
ら
の
国

の
レ
ベ
ル
が
高
い
か
と
の
カ

ミ
さ
ん
の
質
問
に
「
日
本
の

方
の
レ
ベ
ル
が
高
い
」
と
率

直
に
答
え
て
く
れ
た
。
診
察

を
終
え
る
と
、
教
授
は
席
を

立
ち
「
再
見
!
」（
さ
よ
う
な

ら
）
と
言
い
患
者
と
握
手
を

し
た
。
患
者
の
顔
か
ら
は
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

　
今
ま
で
多
く
の
病
院
に
行

っ
た
が
、
医
師
が
患
者
に

「
你
好
!
」「
再
見
!
」
と
、

席
を
立
っ
て
握
手
を
し
て
く

れ
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も

天
野
教
授
た
だ
一
人
だ
け
。

　
以
前
、
う
つ
病
と
診
断
さ

れ
た
「
残
留
孤
児
」
の
配
偶

者
と
病
院
に
行
っ
た
時
、
あ

ま
り
に
傲
慢
な
医
師
の
態
度

に
落
胆
し
た
。
診
察
室
に
入

る
と
こ
ち
ら
の
挨
拶
も
う
わ

の
空
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
没
頭

し
て
い
る
医
師
も
・
・
・
。

　
医
師
と
は
患
者
に
対
し
て

常
に
上
か
ら
目
線
の
人
が
多

い
の
で
は
。
一
国
の
天
皇
の

執
刀
医
が
、
中
国
の
貧
し
い

農
村
か
ら
き
た
支
援
給
付
を

受
給
し
て
い
る
日
本
語
の
通

じ
な
い
患
者
に
も
優
し
く
接

し
て
く
れ
た
。
カ
ミ
さ
ん
は

こ
の
話
を
中
国
の
両
親
、
そ

し
て
来
日
前
、
小
児
科
医
と

し
て
勤
め
て
い
た
病
院
の
元

同
僚
に
話
す
と
、
一
様
に

「
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
み
ん

な
感
激
し
て
い
た
。

　
貧
富
の
差
の
著
し
い
中
国

で
は
、
貧
し
い
農
民
は
満
足

に
医
療
も
受
け
ら
れ
な
い
。

上
層
幹
部
専
門
の
医
師
に
診

て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、
神
話

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
こ
の
一
件
は
幾
多
の
困

難
を
乗
り
切
っ
て
祖
国
に

た
ど
り
着
い
た
「
残
留
孤

児
」、
祖
国
日
本
に
帰
っ
て

き
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
、
と

カ
ミ
さ
ん
は
言
う
。 

（
滝
）
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６
月
講
座

中
国
の
原
子
力
発
電

　
　
　
　
講
師
　
窪
田
秀
雄
氏

ご
　
案
　
内

　
6
月
23
日
の
通
常
総
会
で

決
定
さ
れ
た
方
針
で
は
、
な

に
は
と
も
あ
れ
会
員
の
仲
間

を
増
や
す
こ
と
、
そ
れ
と
秋

の
市
民
交
流
訪
中
団
に
一
人

で
も
多
く
参
加
し
よ
う
と
い

う
の
が
肝
心
要
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
総
会
終
了
か
ら
僅
か

一
ト
月
足
ら
ず
で
、
す
で
に

十
五
名
の
新
規
会
員
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
ま

す
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
十

三
名
は
、
宇
都
宮
会
長
の
ご

努
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
会

長
を
先
頭
と
し
て
、
い
ざ
や

続
け
!
　
と
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。 

（
事
務
局
）　

　
7
月
11
日
「
中
国
問
題
を

読
み
解
く
」
講
座
は
、
東
洋

学
園
大
学
朱
建
栄
教
授
で
し

た
。
中
国
の
政
治
の
動
き
と

今
後
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
と

が
日
中
関
係
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
か
に
つ
い
て
だ
っ

た
。

　
毛
沢
東
時
代
の
指
導
者

は
、
70
年
代
に
な
る
と
高
齢

化
が
進
ん
で
き
た
。
そ
の

後
、
鄧
小
平
に
よ
っ
て
経
済

の
基
礎
は
つ
く
ら
れ
た
が
、

政
治
改
革
は
進
ん
で
い
な
か

っ
た
。
80
年
代
に
な
っ
て
鄧

小
平
は
政
治
局
常
務
委
員
を

辞
め
た
の
で
、
他
の
高
齢
者

も
辞
め
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

　
そ
の
時
二
ツ
の
ル
ー
ル
が

決
め
ら
れ
た
。
一
つ
は
年
齢

制
限
で
あ
る
。
中
国
の
諺
に

「
七
上
八
下
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
こ
れ
の
本
当
の
意
味

は
気
持
が
不
安
で
ド
キ
ド
キ

し
て
い
る
と
い
う
意
味
だ

が
。
こ
の
諺
を
も
じ
っ
て
68

歳
に
な
る
と
政
治
局
常
務
委

員
を
辞
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

　
二
つ
目
は
三
選
の
禁
止
で

あ
る
。
中
国
の
政
治
局
常
務

委
員
は
一
期
五
年
で
あ
る
、

従
っ
て
、
ど
ん
な
に
長
く
て

も
二
期
十
年
し
か
で
き
な

い
。
若
く
し
て
政
治
局
常
務

委
員
に
な
れ
ば
、
定
年
年
齢

で
な
く
て
も
辞
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
で
長
い
間

続
い
て
き
た
権
力
争
い
は
解

消
さ
れ
た
。

　
第
18
回
党
大
会
で
習
近
平

氏
が
ト
ッ
プ
に
就
任
す
る
だ

ろ
う
が
、
彼
は
経
歴
か
ら
い

っ
て
も
、
全
体
を
見
る
バ
ラ

ン
ス
感
覚
か
ら
も
人
望
が
あ

り
信
頼
も
さ
れ
て
い
る
。

　
経
済
も
輸
出
中
心
か
ら
内

需
へ
と
舵
を
切
っ
た
。
選
挙

制
度
も
直
接
選
挙
へ
と
底
辺

で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
富
裕

層
が
い
る
こ
と
も
確
か
だ

が
、
富
裕
層
へ
の
課
税
が
強

化
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る

が
貧
困
層
が
減
り
、
中
間
層

が
増
え
つ
つ
あ
る
な
ど
、
現

在
進
行
し
て
い
る
中
国
の
現

実
を
知
る
機
会
と
な
る
講
座

で
あ
っ
た
。

　
日
中
国
交
正
常
化
四
十
周

年
を
記
念
し
て
、
北
京
市
対

友
協
の
盧
燕
寧
科
長
を
団
長

に
、
海
淀
区
の
中
学
・
高
校

生
33
名
を
中
心
と
す
る
40
名

の
訪
日
団
を
、
7
月
18
日
に

お
迎
え
し
ま
す
。
昨
年
は
東

北
大
震
災
の
影
響
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
が

通
算
す
る
と
二
十
回
目
の
青

少
年
交
流
と
な
り
ま
す
。

　
一
行
は
、
19
日
の
午
後
、

目
黒
区
立
東
山
中
学
で
学
校

参
観
お
よ
び
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
相
互
演
奏
を
行
っ
た
あ

と
、
午
後
6
時
か
ら
東
京
都

庁
の
32
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
西

洋
フ
ー
ド
」
で
歓
迎
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

〔
詳
し
く
は
次
号
に
掲
載
〕

太
極
柔
力
球

指
導
者
養
成
講
習
会

普
及
講
習
会
in 

神
奈
川

期
日
＝
8
月
10
日
（
金
）

11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

　
会
場
＝
東
京
ウ
イ
メ
ン
プ
ラ
ザ会

議
室

　
　  

県
立
横
浜
平
沼
高
校
体
育
館 

　
講
師
＝
王
学
軍

（
中
国
老
年
体
育
協
会
柔
力
球
推

広
組
教
練
・
規
定
套
路
創
始
者
）

〔
主
催
〕

　 

　（
社
）
日
本
太
極
柔
力
球
協
会  

〔
後
援
〕
東
京
都
日
中
友
好
協
会

〔
問
合
せ
〕 

℡
＝
03
│
5
5
7
6
│

6
5
0
2

7
月
講
座

「
ポ
ス
ト
胡
錦
濤
」新
体
制
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
朱 
建 
栄
氏

最
新
報
告
！

新
入
会
員
が
十
五
人

北
京
市
青
少
年
キ
ャ
ラ
バ
ン

二
年
ぶ
り
二
十
回
目
の
来
日

京
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

京
劇
公
演

中
国
伝
統
芸
術

「
西
遊
記
」
他

   

七
月
二
八
日（
土
）
　開
場
一
四
時

   

九
月
一
四
日（
金
　）　開
場
一
八
時
半

ム
ー
ブ
町
屋

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

入
場
料
全
席
二
五
〇
〇
円
、

Ｓ
席
五
〇
〇
〇
円
、Ａ
席
四
五
〇
〇
円
、

自
由
席
四
〇
〇
〇
円
、

◎ 

都
日
中
会
員
は
各
五
〇
〇
円
引
き

◎ 

都
日
中
会
員
は
二
〇
〇
〇
円

張紹成が贈る  中国文化芸術の響き
　◎ 都日中事務局にチラシあります。

http://www.csc-kikaku.jp/   CSC企画 京劇団

　
6
月
23
日 

孔
子
学
院
の

中
国
を
読
み
解
く
講
演
会

は
「
中
国
が
変
え
る
世
界
の

原
子
力
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
講
師
は
日
本
テ
ピ
ア
・

テ
ピ
ア
総
合
研
究
所
の
窪
田

秀
雄
氏
だ
っ
た
。

　
中
国
の
原
発
は
二
〇
〇
〇

年
こ
ろ
か
ら
急
激
に
伸
び
は

じ
め
、
二
〇
三
五
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
倍
の
原
発
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
中
国

の
燃
料
は
、
65
％
が
石
炭
で

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多

い
。
国
務
院
常
務
会
議
は
、

高
炭
素
経
済
か
ら
低
炭
素
経

済
へ
の
転
換
方
針
を
発
表
。

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
G
D
P

当
た
り
、
C
O
2
の
排
出

2007 年の太極柔力球国
際大会 in 東京

工
学
院
大
学
孔
子
学
院
と
の
共
同
講
座

中
国
問
題
を
読
み
解
く


